
伝統の床たたきを
新しい工法で再現した
新感覚塗床材「たたきくん」

二 瀬 窯 業 株 式 会 社

改良新発売

TATAKIKUN
珪藻土配合たたき風床仕上材



床にも珪藻土の優しさを……
安心のシステム施工で

たたきくんは進化して1材型の材料に
これまでの「たたきくん」は、施工時「たたきくん（主材）」1袋
につき「たたきくん硬化液」（液体）を1本混入する必要があ
る2材型でしたが、原材料を見直し、配合を工夫することで
2材型材料よりも強度アップを実現しつつ硬化液の要らない
1材型の材料に進化しました。（令和7年7月）

LIFE SCENE WITH TATAKIKUN



本ページに記載の色調は、実際の色調と異なります。標準色 Standard colors of TATAKIKUN

① しろ ② あか

③ ちゃ ④ はい

⑤ き ⑥ もも

❹

「たたきくん」は、古来より伝統の三和土を現代的な工法で再現しました。

水を流すことなく石目を出すことが出来る為、室内の施工にも最適です。
玄関ポーチや坪庭のアクセント等にもアイディア次第で用途は拡がります。

産地を厳選した上質な珪藻土を配合し、床面に優美さをプラスします。

FEATURES AND BENEFITS OF TATAKIKUN製品の特長

適 用 部 位

たたきくん

モルタル・コンクリート

珪藻土配合化粧仕上材（床面専用）

内外装床面

適 用 下 地
製品プロファイル

❸

右記の試験結果は、試験方法
によって定められた条件によっ
て得られたデータであり、実際
の現場での性能を保証してい
るものではありません。

試験成績表 二瀬窯業㈱ 試験室

（たたきくん） （たたきくん下塗材）

単位 備 考試験項目 試験結果

ｇ

P－Ⅶ（※2）
未塗布

1:3
モルタル

P－Ⅶ（※2）
塗布回転数

テーバー式
 摩耗輪 ： H-22   試験荷重 ： 500g   回転速度 ： 60rpm  

JIS A 6916建築用下地調整塗材に準ずる。
※ただし下塗材はたたきくん下塗材を用いた。

JIS A 1171ポリマーセメントモルタルの試験方法に準ずる。
※ただし脱型後は養生終了まで気中養生とした。

N/㎟ 1.20標準付着強さ

N/㎟ 6.9曲げ強さ

N/㎟ 35.0圧縮強さ

% 0.09長さ変化率

温冷繰返し後の付着強さ N/㎟ 1.64

2.60600 3.41 3.95

1200 4.48 5.12 6.28

耐摩耗性
摩耗減量
（※1）

※1 摩耗減量は、数値が小さいほど耐摩耗性に優れていることになります。
※2 「P-Ⅶ」は、浸透性強化材です。

1 0 0 4 0 2 21 0 0 4 0 2 0



Ⅱ. 目地棒除去後、たたきくんで埋め戻す場合
⑴ 目地棒の取り付け

たたきくん下塗材などで、
目地棒を取り付けてく
ださい。目地棒は、発
泡目地を使用すること
をお勧めします。

目地棒
たたきくん下塗材等

⑵ たたきくん施工
目地棒を取り付けた翌
日、たたきくんの施工
を行ってください。

⑶ たたきくん埋め戻し
目地棒を取り除いた
後、目地部分に篩って
荒い骨材を取り除いた
たたきくんを塗り付け
てください。

※ 深目地にするか、面一にするかは、各現場でご
　 判断ください。

ユニレックス３

たたきくん下塗材

たたきくん

（施工厚：10㎜）施工フローチャート

ス ポ ンジ 拭 取り
（2回目：仕上げ拭き）

ス ポ ンジ 拭 取り
（1回目）

たたきくん下塗材の
混練

下 地 処 理
（補修・清掃）

たたきくん下塗材の
塗付け

コンクリート打設

吸 水 調 整

丸石の散布・埋込み

砂はらい（1回目）

P － Ⅶ 塗 布

砂はらい（2回目）

補修後は1週間以上静置
清掃は次工程の直前

水道水 1.8～2.0ℓ/袋
練り置き5分程度で再度混練

かたく絞ったスポンジで円を描く
ようにして表面のノロ分を拭取る

表面の湿り気がなくなってきたら

数時間経過後、および翌日

養生3日以上

表面の湿り気がなくなってきたら

表面の砂くずが乾燥してきたら
（砂くずの色が白っぽくなる）

かたく絞ったスポンジで同一方
向にきれいに拭取り骨材を表面
に出して仕上げる

下塗材塗付後30分以内
（触って指につく間）
練置き時間 20分以内

ユニレックス3 5倍希釈液塗布
標準塗布量 150㎡/㎏

標準施工面積 8㎡/袋（2㎜厚）

表面の湿り気がある間

2～4時間静置

コンクリート打設から2週間

たたきくんの混練

たたきくんの塗付け
標準施工面積 1㎡/袋（8㎜厚）

原液塗布
標準塗布量 0.2～0.25㎏/㎡

水道水 4.5ℓ/袋

・事前に施工場所を確認し、水勾配（排水）の設計等を
　適切に行ってください。
・常時、水掛かりがある場所はコケが生える恐れがあり
　ます。
・階段など出隅部分は、角が欠ける恐れがあります。
・椅子等で同じ場所ばかり引きずると、削れる恐れがあ
　ります。
・局部的な力が定常的に加わるような部位（駐輪場等）
　に施工すると削れてくる恐れがあります。
・油汚れ等の染みこむ汚れは除去しにくくなることがあ
　ります。
・気温が５℃以下及び５℃以下になりそうな時は、施工
　を行わないでください。
・下地を十分に乾燥させた後、施工を行ってください。

 コンクリート及びモルタル以外の下地のときには
 施工を行なわない様にしてください。

 車の乗り入れる場所は、割れ、削れの恐れがあり
 ますので、使用しないでください。

施工前の注意点 たたきくん施工断面図

・コンクリート打設後、2週間以上養生してください。
　養生期間が短いと、たたきくん施工後、色ムラやひ
　び割れ等の恐れがありますので、必ず下地は十分に
　養生してください。
・レイタンスや油類等が表面に付着している場合は、
　高圧洗浄機などを使用してこれを除去し、清掃を
　行ってください。
・コンクリートの極端な凸部や脆弱部分は、サンダー
　等で除去し、必要なら補強を施してください。
・極端な段違い部や凹部は、ポリマーセメントモルタ
　ル（ベース#40など）を充填して補修してください。
・鉄筋が見えている場合には、必ず錆止め剤を施して
　ください。
・大きなクラックは、Ｖカットしてポリマーセメント
　モルタル(ベース#40など)を充填して補修してくだ
　さい。
・施工前日に降雪雨や夜露などの可能性がある場合、
　施工面が濡れないようにシート養生を行ってくださ
　い。

1-1 コンクリート下地への施工

・たたきくん下塗材をよく密着させるため、下地のモ
　ルタルは木ゴテで表面を仕上げてください。
・モルタル塗り付け後、１週間以上養生してください。
　養生期間が短いと、たたきくん施工後、色ムラやひ
　び割れ等の恐れがありますので、必ず下地は十分に
　乾燥させてください。
・施工前日に降雪雨や夜露などの可能性がある場合、
　施工面が濡れないようにシート養生を行ってくださ
　い。

1-2 モルタル下地への施工

1.下地処理 （事前工事）

・伸縮目地の設置間隔は約3ｍおきに（目安としては、
　目地で囲まれた面積が約10㎡以内）、また、コン
　クリートのひび割れ誘発目地の位置に設けるように
　してください。

2-1 伸縮目地の設置

Ⅰ. 埋め込み目地（真鍮目地 等）を使用する場合
⑴ 真鍮目地棒をしっかり
　 と固定してください。
⑵ その後、たたきくんの
　 施工を行ってください。
⑶ 真鍮目地棒は、幅5㎜程
　 度のものの使用をお勧
　 めします。

2-2 伸縮目地の設置方法

2.伸縮目地の設置

施工に必要な道具（一例）

金ゴテ

左官刷毛 スポンジ

スポンジ下駄

木ゴテ

下　　地
（コンクリート・モルタル）

たたきくん下塗材

ユニレックス３（５倍希釈液）

たたきくん ８
１０

２

（単位：㎜）

たたきくん

詳しくは、施工要領書をご請求ください。
※新しい技術情報等の入手により断りなく改訂することがありますことをご了承ください。施工手順 Application steps of TATAKIKUN

❺ ❻



・たたきくんの表面の砂くずが
乾燥して（砂くずの色が白く
なって）きたら水を含ませてか
たく絞ったスポンジで同一方
向にきれいに拭き取り、砂目を
出して仕上げてください。

・スポンジで同一方向に拭き取らないと、光の当たり
　具合によって見栄えが変わるおそれがあります。

※ スポンジは常にきれいな面を使用するようにし、
　 こまめに洗って使用してください。

・たたきくんに湿り気があ
　るうちに、丸石パックを
　散布してください。
・丸石の散布量は、お好み
　により調整してくださ
　い。

※ たたきくんが乾燥すると、丸石が馴染み難いので
　 注意してください。

9-1 丸石の散布

丸石が馴染みにくくなった場合
真夏の施工時等、たたきくんの表面が乾燥して丸石
が馴染みにくくなった場合は、水を含ませてかたく
絞ったスポンジで表面を軽くなでて、たたきくんと
丸石を馴染ませてください。

9.丸石の散布と埋め込み

・たたきくん塗付け後、定木
　ずりを行い、平滑に整え、
　木ゴテでよくもみ込んでく
　ださい。

8.定木ずり
・最後に拭き上げた時点から
　10～30分程度経過後、表
　面に残った砂くずを乾いた
　左官刷毛等で、軽く取り除
　いてください。

※ 強く掃くと表面が削れてしまいますので、注意して
　 ください。

11.砂はらい（1回目）

12.スポンジ拭取り（2回目 ： 仕上げ拭き）

・たたきくんの表面の湿り気
　がなくなってきたら、水を
　含ませてかたく絞ったスポ
　ンジで円を描くようにして
　表面のノロ分を拭き取って
　ください。

・拭き取り具合で表面の砂目の出し方を調整してくだ
　さい。

10.スポンジ拭取り（1回目）

・次工程までは表面の湿り気が無くなる程度（スタ
　イロフォームを敷いて上に乗れる程度）まで養生
　してください。

スポンジの水分が多いと、色むらや白華の原因となり
ますのでご注意ください。

・金ゴテ等を使用して丸石
　を埋め込み、軽く頭はり
　を行ってください。
・丸石がたたきくんで、少
　し被る程度まで埋め込ん
　でください。

9-2 丸石の埋込み
スポンジの水分が多いと、色むらや白華の原因となり
ますのでご注意ください。

拭き取りは出来るだけ
新しいスポンジで！

古いスポンジでは
仕上がりが悪くなります

Application steps of TATAKIKUN

❽

施工手順（続）

1.8-2.0ℓ

・塵や粉塵などは、掃除機や
　ブロアー等で十分に除去し
　てください。

3.下地の清掃

・吸水調整の完了した下地に、
　たたきくん下塗材を十分に
　コテ圧をかけてしごき塗り
　を行い、追っかけてすぐに、
　2㎜程度の厚みまで塗り付け
　てください。

・たたきくん下塗材を触って指に付く間に、たたきく
　んの塗付を行ってください。目安としては、たたき
　くん下塗材施工後、30分以内です。（気象条件、
　下地の状況により異なります。）

5-2 たたきくん下塗材の塗付け

・たたきくん下塗材に規定量の水道水（4.5ℓ/袋）
　を加え、モルタル用かくはん機等を使用し十分に混
　練してください。（標準施工面積：約10㎡）

5-1 たたきくん下塗材の混練
5.たたきくん下塗材の塗付け

・左官刷毛等を使用し、施工
　面全面にユニレックス3の5
　倍希釈液にて、吸水調整を
　行なってください。
・吸水調整材を塗布した下地
　表面が完全に乾いて透明に

なってから、次の工程に進んでください。目安として
は、2～4時間です。（気象条件により異なりま
す。）

4.吸水調整

25kg

たたきくん
下塗材

4.5ℓ
水 道 水

・5分程度練り置き後、練り返して使用してください。
・練り混ぜ水は、きれいな上水道水とし、台秤または
　計量カップを使用して計量してください。

・施工軟度の目安としては、
　バサモルタルより少し軟
　らかい程度です。
・同一現場においての練り
　水は、はじめに決めた水
　量で継続して計量してく

　ださい。施工の途中で練り水量が変わると、色ムラ
　等の原因となります。
・練り水量が多いと、耐摩耗性の低下やひび割れなど
　の原因となります。また、仕上がりまでの時間が長
　くなりますので、練り水量は厳守してください。
・練り置き時間は20分程度です。また、水を入れて
　の練り返しや練り足しは絶対に避けてください。

15kg

たたきくん
（上塗）

・たたきくんに規定量の水道
　水（1.8～2.0ℓ/袋）を加
　え、モルタル用かくはん機
　等を用いて十分に混練して
　ください。

6.たたきくんの混練

・たたきくん下塗材を塗付け
　後、たたきくん下塗材が乾
　ききらないうちに追っかけ
　にて、たたきくんを所定の
　厚み（８㎜程度）まで十分
　にコテ圧を掛けて金ゴテで

平滑に塗り付けてください。

7.たたきくんの塗付け

・モルタル用かくはん機の羽根は、アルミ製のもの
　は使用しないでください。
・練上げた材料は直射日光を避け、シート掛け等で
　水分の蒸発を防いでください。

・次工程以降は、直接仕上げ面には乗らず、スポン
　ジ下駄を使用するか敷板等の上に乗って施工して
　ください。
・水を使用するバケツについても敷板の上に載せ、
　仕上げ面に水がかからないように注意してくだ
　さい。

たたきくん
下塗材

水 道 水

❼

詳しくは、施工要領書をご請求ください。
※新しい技術情報等の入手により断りなく改訂することがありますことをご了承ください。



施工手順（続） 詳しくは、施工要領書をご請求ください。
※新しい技術情報等の入手により断りなく改訂することがありますことをご了承ください。

・Ｐ-Ⅶ塗布前に、たたきくんが乾燥しているか確認
　してください。乾燥していない状況でＰ-Ⅶを塗布
　すると、耐摩耗性が低下したり、変色を起こす可能
　性があります。目安としては、たたきくん施工3日
　以上経過後、Ｐ-Ⅶを塗布するようにしてください。
　ただし、Ｐ-Ⅶ塗布までの期間は、気象条件などに
　より異なります。
　乾いた左官刷毛等を使用して、たたきくん表面の砂
　くずをはらい、きれいにしてください。

15-1 事前確認

・表面の砂くずがある程度乾い
　たら、乾いた左官刷毛等を使
　用して表面の砂くずをはらっ
　てきれいにしてください。
・施工翌日にも、同様に砂は
　らいを行なってください。

※ 表面が湿っているまま砂はらいを行うと、ノロを
　 拭取って仕上げた丸石の上に再度ノロが付着して
　 美観を損ねることがありますのでご注意ください。

13.砂はらい（2回目）

砂掃い前

・たたきくん施工後、次工程までは3日以上養生して
　ください。（気象条件等により変動します。）
・たたきくん施工後に降雨雪のおそれがある場合、ま
　たは、通風・日照の激しいときはシート養生等の保
　護養生を行ってください。
・シート等が直接たたきくんに触れないように注意し
　てください。
・たたきくん施工後、歩行や作業が行われる場合は、
　敷板等で養生し局部的に力が加わらないようにして
　ください。歩行や作業終了後は、ただちに養生を取
　り除いてください。養生したままですと、色ムラの
　おそれになります。

14.養生

砂掃い後

15.Ｐ-Ⅶ（浸透性硬化材）の塗布

P-Ⅶ 塗布前 P-Ⅶ 塗布後P-Ⅶ 塗布前 P-Ⅶ 塗布後

15.Ｐ-Ⅶ（浸透性強化材）の塗布

・P-Ⅶは希釈せず原液のまま使
　用してください。
・P-Ⅶはムラのないように左官
　刷毛等で、しっかりと塗布し
　てください。塗布直後に乾き
　色になるような部分は、再度

　塗布してください。
・ローラー等で塗布すると、標準塗布量以下になるお
　それがありますので、ご注意ください。
・P-Ⅶの塗布量が少ないと、色ムラになるおそれがあ
　りますので、ご注意ください。
・P-Ⅶを２回塗布しないでください。
・P-Ⅶ塗布後、最低３日以上は降雨などの水掛かりに
　注意して養生してください。なお、たたきくんに直
　接触れないように養生してください。P-Ⅶが乾燥す
　る前に水掛かりがあると変色する可能性があります。
　養生期間は気象条件などにより異なります。
・P-Ⅶを塗布することで、多少濡れ色になります。

15-2 P-Ⅶの塗布

・P-Ⅶ塗布から10分程度経過
　した後もP-Ⅶが残ったままで
　すと、変色したり光沢が残る
　場合があります。

P-Ⅶ塗布における注意点

・乾いたスポンジ等を使用して
　P-Ⅶを吸い取ってください。

❾

注意事項

吸水調整材

ユニレックス３
１㎏ＰＥＴボトル

標準施工面積
 ３３㎡／本（５倍希釈）

専用下塗材

たたきくん下塗材
25㎏紙袋

標準施工面積
　１０㎡／袋（塗厚：２㎜）

下地を作る為の資材の荷姿・仕様

たたきくんの荷姿・仕様

浸透性強化材

Ｐ－Ⅶ（ピーセブン）
２㎏ＰＥＴボトル

標準施工面積
　約8～10㎡／本
　（原液塗布）

珪藻土配合
たたき風床仕上材

たたきくん
15㎏紙袋

標準施工面積
　１㎡／袋（塗厚：８㎜）

丸石パック 混色
0.2㎏(200g)ポリ袋
粒径：４～６㎜
丸石パック 混色 を指定した
量散布してください

◎ 本製品の仕様は予告なく変更する場合がありますの
　 で予めご了承ください。
◎ 施工前には必ずカタログや施工要領書、安全データ
　 シート等をよく読んで注意安全を十分に理解した後
　 に施工を行ってください。
◎ たたきくんの品質保持期間は､製造後約6ヶ月です。

施工上の注意点
・たたきくんには練水の他、弊社が特に指定するもの以外
　は混入しないでください。
・たたきくんの練り置き時間は約20分です。また水を加え
　ての練り返しや練り足しは避けてください。
・伸縮目地の設置間隔は、コンクリートのひび割れ誘発目
　地部分や約3㎡おきに設置してください。（伸縮目地で囲
　まれた面積が約10㎡以下になるようにしてください。）
・色違いや段差ができないように、一つの面で縁を切らず
　に連続して施工してください。
・たたきくんの練水量が多いと、クラックや色ムラの原因
　となりますので十分に注意してください。
・たたきくん及びたたきくん下塗材は、アルカリ性を示す
　為、チリ廻りや幅木、サッシ等の養生は確実に行ってく
　ださい。（変色の恐れがあります。）
・水を含ませたスポンジを使用する為、水含みが多かった
　とき色が若干白くなる場合がありますので、拭き取りの
　水量には、十分注意してください。
・直射日光や降雨などに十分注意し、施工後約1週間程度は
　養生を行ってください。必要ならばシート養生等を行っ
　てください。
・施工後、約1週間程度は物を設置したり歩行や作業は行わ
　ないでください。もし、歩行や作業を行われる場合は、
　敷板等で養生し局部的に力が加わらないようにしてくだ
　さい。歩行や作業終了後は、ただちに養生を取り除いて
　ください。
・たたきくんの保管は、直射日光や湿気を避け、パレット
　等で地面から離して保管してください。

たたきくん施工前には必ず、お施主様や設計士さんの立会
の下、試し塗りを行い仕上がりを確認してから実施工を
行って下さい（見本で提出した決定サンプル板との比較）

たたきくんは湿式材料です。施工当日に左官職人さんが現
地で材料を配合して塗付け、仕上げを行います。タイルや
化粧パネルのように最初から定まった形が無い為、表面の
砂目の出方など表情は均一にはなりません。また、見本で
提出した決定サンプル板と全く同一の色調、仕上がりにな
らない部分もあります）

たたきくんは施工をする季節や、施工中の天候の変化等に
より、明らかな施工ミスが無くても施工した部位毎に色調
が微妙に異なるような事もありますが、品質にバラつきが
ある訳ではなく、湿式材料の性質としてご理解ください。

たたきくんは湿式材料です。
材料を水でこね、定められた仕上げ方法に沿って
左官職人さんが技や知識を駆使して丁寧に仕上げます。

施工要領・ＳＤＳ等は別途ご請求ください

Construction materiarls
of TATAKIKUN

Notices and cautions
of TATAKIKUN施工関連資材
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